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あらま し　本稿 で は，複数形状 ・複数 ス ケ
ール に対応 し た楕円体検出 フ ィ ル タに よるリン パ 節検出手法を提案する．

CAD に おける がん 転移診断に おい て は腫大リン パ 節 の 存在確認が 必要 で ある ．リン パ 節を 自動的に 検出す る こ とで が

ん診断の 高度化が期待で きる，本稿 で は，胃周辺 の リン パ 節を腹部 CT 像か ら 検出する手法を提案する．リン パ 節は

その 周辺 よ りわずか に CT 値 の 高 い 球体形状や 楕円体形状 の領域 と して CT 像 上 で 観察され る，そ こ で 局所濃淡構造

解析を 用 い た 複数形状 ・複数 ス ケール 対 応 の 楕円体検 出 フ ィ ル タを 開発 し，リ ン パ 節 検 出 を 行 っ た．CT 像 の局 所 的 な

濃淡構造を近似 した 多項式 か らヘ ッ セ 行列 を求め，こ の 行列 の 固有値を利用 して検出を行う．楕円体形状の領域に お

い て ヘ ッ セ行列の 固有値 を求め た場合，3 つ の 固有値の大小関係は楕円体の長軸 ・短軸の長さを表す．そ こで，楕円 体

に おける固有値 の 大小関係 に反応す る フ ィ ル タ を 作成 し，リ ン パ 節検出を 行 っ た，本手法 を CT 像 6 例 に 適 用 した と

こ ろ，692％の リン パ 節を検出した．
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Abstract　This　paper 　proposes 　a 王ymph 　node 　detectioll　Inethod 　which 　utilizing 　a　multi −shape 　and 　multi ．scale

ellipsoidal 　structure 　detection且lter．　Detection　of 　the 　enlarged 　lymph　nodes 　is　required 重n　diagnosi＄ of 　metastatic

cancer 　using 　a　computer 　aided 　diagnosis　system ，　Automated 　detection　of 　the　elllarged 　lymph 　nodes 　improves　e笳一

ciency 　of 　cancer 　diagnosis，　This　paper　describes　a 　method 　for　detecting　gastric　lymph 　nodes 　from　abdominal 　CT

images．　 In　CT 　images，　the　lymph 　node 　has　higher　CT 　vallles 　than 　the 　surrounding 　regions ．　 Shapes　of 　the　lymph

nodes 　are 　sphere 　or　eIlipsoid ．　We 　utilized 　a　multi ．shape 　and 　multi −scale 　ellipsoidal 　structure 　deteCtion　filter　based

  IL　l  cal 　intensity　structure 　analysis 　to　detect　the　lymph 　nodes ．　 A　Hessian　matrix 　is　calculated 　from　a　polyn  mial

which 　approxinlates 　a　local　CT 　value 　structure ．　We 　utilize 　three 　eigenvalues 　of 　the　Heg．　sian 　matrix 　in　the　detection

丘lter，　In　a　el 塁ipsoidal　structure
，
　values 　of 　the　eigcnvahles 　correspond 　lengths　of 　the　long　and 　short 　axes 　of 　the 　ellip −

soidal　structure ．　The 　detection　filter　outputs 　high　values 　if　the　eigellvalues　take　particular　values 　of 　the 　ellipsoidal

structure ．　 Experimelltal　results 　llslng 　6　cases 　of 　CT 　inlages　showed 　that　our 　method 　can 　detect　69，2％ of　lynlph

nodes ．
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L は じ め に

　がん は 様 々 な臓器に おい て 発生 し，そ の 進行に 伴い 他臓器 へ

の 転移 を引 き起 こ す．が ん細 胞 が原発 巣 か ら リン パ 系，血管 系，

腹腔 な どを経 由 し．他 の 部位へ 移動 して がん が 転移す る．そ の

た め，原 発性 が ん が発 見 され た場 合，転 移先 の 部位 を明 らか に

す る必 要 が あ る．リンパ 系 を経 由 して が ん が転移す る場合に リ

ン パ 節が腫 大す る ため，腫 大 リン パ 節 の 個数 や 位 置を把 握 す る

こ とで がん 転移の 程度が判断可能である ［1］．がん 外科手術に お

い て は，が ん と共 に そ の 周 辺 の 腫 大 リン パ 節 も切除 （リ ン パ 節

郭清）す る こ とで，が ん の 根治 性 を 高め る ［2］．ただ し，必 要以

上に 大 きな領 域 を切 除す れ ば術後の 患者の 生 活の 質に悪影響を

与え る ため．術前に 適切な がん転移範囲を特定す る必 要 があ る．

　近年，CT 撮 像 装 置 の 性 能 向 上 に 伴 い ，人体 内部 の 臓器構造

を 現 した 高精細な CT 像を 得 る こ と が可 能 とな っ た．0．5 ［mml

の 解像 度 の CT 像を 撮像可能な機器 も利用 されて お り，腫大リ

ン パ 節を GT 像上で発 見可 能で あ る．　 CT 像．Lに おい て，リ ン

パ 節は そ の 周辺組織 よ りも 高濃度値の 領域 と し て観察され る．

図 1 に CT 像 ヒで 観 察 した リン パ 節 の 例 を 示 す．計 算 機 に よ

り CT 像．Eで 腫大 リ ンパ 節を 自動検出する こ とが で き れ ば，が

ん 転移 範 囲 の特 定 が期待 で きる．また，腫 大 リン パ 節検出結果

を 基 に，過不足の な い 切除範囲の 決定，がん切除手術の シ ミ ュ

レ
ー

シ ョ ン が可 能 とな る．

　 これ まで ．計算機を用 い た リ ンパ 節検出手法が こ れ までい くつ

か 提案 され て い る．そ の 例 として ，局所 濃淡構造解析を 用い た縦

隔 リン パ 節検出手法 ［3］及び腹部 リ ンパ節検出手法［4］，［5］，テ ン

プレ
ー

トマ ッ チ ン グに よ る腹 部 リンパ 節検 IL日手法［6］，　PET ／CT

像 か ら得 られ る 特徴量 に よ り腹部 リン パ 節 を識 別 す る手 法 ［7］

な どがあ る．こ れ らの 手法 で は，検出対象 とす る リン パ 節を球

形 と仮定 し，画像中か ら球体領域を 検出して い た．リンパ 節 は

楕円体形状で あ り，腫 大す る こ とで 球体 形状 に近 付 くため，CT

像 上 で は 楕円体及 び球体形 状の リン パ 節が観 察 され る．しか し，

従 来手 法 は こ れ らの 中で 球 体 形状 の も の の み を検出対象 と して

い た．

　本稿で は，腹 部 X 線 GT 像 か らの 胃周辺 の 腫大 リン パ 節検

出手法を 提案する ．従来の リン パ 節検出手法は球形構造を 検 出

対 象 とした もの が 多い が，本 手法 で は 球 体構造 と楕 円体構造の

両 方を検出可能 と し た ．リ ン パ 節は その 周 辺 よ りわ ずか に CT

値 の 高 い 球 体形状 や楕円体形状の 領域 と して CT 像上で観察さ

れる．そ こ で 局 所濃淡構造解析 を用 い た複数 形 状 ・複数ス ケー

ル 対応 の 楕 円 体 検 出 フ ィ ル タ を開 発 し，リ ン パ 節検出を 行 っ た．

こ の フ ィ ル タ で は ，2 つ の パ ラ メータに よ り検 出対 象 の サ イ ズ

及 び楕 円体 の 長 軸 ・短軸 の 長さ比を指定可能 で ある．検出処理

の 後，画素単位 と連結成分単位の過 検出削減 処理 を行 う，今回

は 過検出削減処理 の 特徴量 に，リン パ 節候 補領 域 内 の 平均 CT

値 とその 周 辺 領域 の 平 均 CT 値 の 差 を導入 し，空 気領域周 辺 に

存在 した 過検出を削減 した．

図 1　CT 像 「：で の り ン パ 節，破 線で 囲 ん だ部分 に 1 つ リン パ 節 が 存

　 　 在す る，

2 ．　 リンパ 節検出手法

　2 ．1 概　　 要

　本 手 法 は 前処 理，リ ンパ 節 検 出処理，誤検 出削 減処 理 の 3 段

階か らな る．前処理 にお い て は CT 像 か ら検出 対象 領 域 の抽 出

を行 う．リ ンパ 節検出処理 で は，局所濃淡構造解析を 用い た 楕

円体検出フ ィ ル タを用 い て 検出を 行 う．最 後に，リ ン パ 節候 補

領域 の 体 積な どを 用い た過検出削減処理 を 適用 し，最終的な 処

理結 果 を得 る．以 ドに 各 処 理 の 詳 細を述べ る．

　2．2　前　処　理

　本手法で は，血管造影 を行 い 動 脈相 に お い て 撮 影 され た 3 次

元腹部 CT 像を 入 力 と して 用 い る．こ の CT 像 は 胃が ん症 例 の

もの で あ る．検 出 処理 は 人休 の 軟組織に対 して 適 用する もの と

し，そ の ため CT 値の し きい 値処理 に よ っ て 処理対象領域を 得

る．具 体的に は，CT 像 上 で一400〜200 ［H ．U ，］の 範 囲内の CT

値 を持つ 画 素か らな る 領域を処理対 象領 域 R と して抽 出 す る．

　 2 ．3 検 出 処 理

　CT 像上に お け る腫大 リ ンパ 節の特 徴 と して，腫 大 リ ン パ 節

内部 の CT 値 がそ の 周辺 よ り もや や 高い こ とと，腫大 リン パ 節

の 3 次元形状が球体ま たは 楕円体に 類似 して い る こ とが挙げ ら

れ る．様 々なサ イ ズ の 球体 及 び 楕 円 体形 状 の リン パ 節を検出す

る た め ，こ こ で は 複数形 状 ・複数 ス ケール に 対応 した楕 円体 検

出 フ ィ ル タを用い ，腫大 リン パ 節検出を行 う．

　CT 像上の 領域 R 内の 各画 素にお い て，画 素 を 中心 と した一

辺 が ‘［nlm ］の 立方 体 領域内の CT 値を 3 次元 2 次多項 式 で 近

似す る ．近似 した 多 項 式の 2 階偏 微分 係数 を 用 い て ヘ ッ セ 行列

を求 め，こ の ヘ ッ セ 行列の 固有値 λ1 ，
λ2 ，

λ3 （λ3 ≦ λ2 ≦ λ1）を

算出する．楕円体内部に お い て，固有値は λ3 〈 λ2N λ1 く 0

とい う大 小 関係を示す．図 2 に 実際の リ ン パ 節内部に おい て 算

出 した 固有値 を示 す．上 記 の 固有 値 の 大 小 関係を 利用 し，楕円

体内部の 画素 に お い て 高い 値を 出力 す る楕 円体 検 出 フ ィ ル タ を

S（・ 晒 一1・・1（・− 1土，

と 定義す る．こ こ で，
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図 2　（a ）は リ ン パ 節 の 例．（b）は （a）の 線上 に お い て 算 出 した 固

　 　 有値．こ の グラ フ の 中央付近 が リ ンパ 節内部の 固有 値で あ り，

　 　 λ3＜ λ2s λ1 〈 O と い う大小 関係を 示 して い る ．

e3

〆

el

丶
！

e2

図 3 楕 円 体 にお け るヘ ッ セ 行列 の 固有ベ ク トル ei ，e2 ，e ．3 ．　 eue2 が

　 　 楕 11］体の 長 軸，e3 が短軸に 対応する ．

一 一｛眺 瞬
く °・

（2）

で あ る．式 2 は文献 ［8］中で 定義され た もの で あ る．式 1 に お

い て ，p は 形状パ ラ メータで あ り，λ2 と λ3 の 値の 比 率を 定義

す る （0 ≦p ＜ 1）．こ れ ら λ2 と 漏 の 絶対値 は，そ れ ぞれ 楕円

体の 長軸 と短軸に 沿う方向に おけ る GT 像 の 濃淡 変 化 の 大 き さ

を 表 す．固有 値 ），1、λL，，λ3 に対応す るヘ ッ セ 行列の 固有ベ クト

ル を elie2 ，e3 と した と き，楕lijpmと固有 ベ ク トル の 位 置 関係

を 図 3 に 示 す．orは 楕 円体構 造 に 対 す る フ ィ ル タ出 力値の 先鋭

度を指定するパ ラ メ
ー

タで ある．

　式 1 の 楕円体検出フ ィ ル タは形 状 パ ラ メータ p によ っ て 検出

対象 の 構造を指定する こ と が可能で あ る．p が 0 に近 い 場 合 は

板 状 構造 に近 い 楕 円休，p が 1 に近 い 場合 は 球状 構造 に近 い 楕

円体を検出する．また，こ の フ ィ ル タはパ ラ メ
ー

タ iに よ っ て

検 出対 象 の サ イ ズ を 指 定可 能 で あ る ，こ れ らの パ ラ メータ p ，1

を適 切 に 設 定 す る こ とで，楕 円 体検 出フ ィ ル タは様 々 な形 状及

びス ケール の 構造物を検出対象 とする こ とがで き る．

　楕円体検山フィ ル タを領域 R 内の各画 素に適用 し，各画 素に

フ ィ ル タ 出力値が格納 され た強 調画像 ム （背景 付き濃淡画像）

を 作成 す る．L，上 で 1 以 上 の 値 を持 つ 連 結 成分 を リン パ 節 候補

領域 とす る．形状，ス ケー
ル パ ラ メータ p ，

1に 複数の 値を 指定

し検 出処 理 を行 う場合 は，画 素 ごと に各パ ラメータを用 い た場

合の 楕円体検出フ ィ ル タの値を算出 し，そ の 中で 最も高い フ ィ

ル タ出力 値 を強 調 画 像 に格 納 す る．

　2 ．4 　過検出削減処理

　過 検出 削減 の た め，強 調 圃像 IeL で 画素 値，連 結 成分 の 体

積，連結成分内の 最人画 素値 胃領域か らの 距離，周 辺領域 と

の CT 値 の 差 を 用 い た しきい 値 処 理 に よ り，リン パ 節 候 補領 域

の 過検 出を 削減す る．

　画素単位の 過検出削減 と して ，J、．ヒで tl以下の 画素値 を持

つ 画素 の 画素 値 を 0 に 変 更す る．そ の後，連 結成 分単 位の過 検

出削減を行う．ま ず，各連結成分の 体積，連結成分内の 最大画

素 値 を 算 出 し，そ れ ぞ れ t2［mm3 ］，亡3 以 下 で あ れ ば連 結 成 分

を 構成す る 画素 の 画素値 を 0 に 変更 す る．また，各連 結 成分 の

重心点 と胃領 域 問 の距離 が t4［mm ］以 上 で あれ ば，こ れ も連結

成分を構成する 画素 の画素値を 0 に 変更する．こ の 胃領域 1青報
は 手動 で 作成 した が，胃領 域が空気で 満 た され て い れ ば容易 に

自動抽 出が可 能で あ る．

　さ らに 連結成分単位の 過検出削減 と して，連結成分の 周辺 領

域 との CT 値 の 差 を 用 い た処理 を 行 う．具 体的な処理 と して，

各 連 結 成分 に お い て ，そ の 連 結 成分 内 の 平 均 CT 値 a ］ ［H ．U ．］

を 求め る，また ，そ の 連結成分 に 半径 3．0 ［mm ］の 球を構造 要

素 とする dilatioi1演算を 適用 し，　 dilation演算 の 結 果 得 られた

領域 と元 の 連結成分の 差に よ り周 辺領域 を作成す る．こ の 周辺

領域内の 平均 CT 値 を a2 ［H ．U ．1を求 め る．　 a1
一

α2 〈 t’i また

は t6 〈 al − a2 で あ れば，連結成分を 構成す る画 素の 画 素値を

0 に 変 更す る．

　 こ れ ら過検 出削減処理 の 後に 残 っ た領域を最終的な リン パ 節

候補領域 とす る．

3． 実 験

　提 案手 法 を 3 次 元腹 部 CT 像 6 例に 適用 し，胃周 辺 の リン パ

節検出を 行っ た．こ れ らの CT 像は 胃が んが 存在 す る症 例 の も

の で あ り，胃周 辺 の 65 個の リ ン パ節を検出対象 と し た．実験

に 用 い た CT 像の 仕様は ，画 像 サ イ ズ 512 × 512 ［pixels］，ス

ライ ス 枚 tW　359〜584 枚 ，画 素間 隔 0．625 〜0，741 ［mm ｝，再 構

成間 隔 0．500〜0．800［mm ｝．ス ライ ス 厚 0．500〜ユ．00 ［mm ］，管

電 圧 120 ［kVp ］，管 電 流 150〜450 ［mAs ］で あ る．検 出処 理 の

パ ラ メ
ー

タ は，ピ＝3．O，4．0，5．0，6，0，7．0，8，0，　 p ＝0．7、0．8，0．9，

7 ＝1 と し た，

　過 検出削減処理 の パ ラ メ
ー

タを決定す る た め，各パ ラ メ
ー

タ値 を変化さ せ た 場 合 の リ ン パ 節 検 出 率 と ICT 像 当た りの
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図 4 過 検 出 削 減処 理 の パ ラ メ
ー

タ を 変 化 さ せ 作 成 し た FROC 曲 線．パ ラ メータ を

　　 亡上 ＝10，．．．，20．t2 ＝1．O，　 t3 ＝O．　t4 ＝100 と した場 合，　 tl ＝18，　t？
＝1．O，．．．，5．0，

　　 t3 ＝O，　 t4 ＝100，と した場合 tl ＝18，　 t2 ＝4．0，　 t3 ＝O，．，．，40，　 t，1 ＝100，と した

　　 場合 t］
＝18，　 tL， ＝4．O，　 t3 ＝35，　 t4 ＝50，＿，100 と した 場合の 4 通 りを示 す．（a ）は

　　 lCT 像 当た りの過 検出数 0 か ら 10000 の 範囲を プロ ッ トしたもの ，（b）は 1CT 像 当た り

　　 の 過検出数 0 か ら 2000 の 範 囲 をプロ ッ トした もの で ある．

過 検出数 を 計測 し，FROC 曲線 を 作 成 した．　 t1＝10
，
．．．

，
20，

t2＝1．0，　 t3＝O，　 t．L ＝100 と し た と きの FROC 曲線 を 図 4

（a ）に 示 す．この 図 よ り，t1 ； 18 の とき検 出率 81．5％，過 検出

3932，7 個／CT で あ っ た．同 様に 図 4 （a ）か ら t2 ＝4、0 ［mnl3 ］
で 検出率 69．2％，過検 出 1329 ．8 個／CT ，図 4 （b）か ら t3 ＝35

で 検出率 69．2％，過検出 1175．8個／CT ，　t4＝95 ［mm ］で 検出

率 69．2％，過 検出 1132．7 個／CT とな っ た．同様 に して t5，t6

の 値を 求め，最終的に パ ラ メー
タ tl ＝18，　 t2＝4 ．0 ［mm3 ］，

t3 ＝35 ，　 t4 ＝95 ［mm ］，砧 ； 30．　 t6 ＝ 140 と した と き に リ ン

パ 節検 出 率 は 69，2％ （45／65）で あ り，過 検 出 は 1CT 像当た り

783 個で あ っ た．

　提案手法に より検出され た リンパ 節の例 を 図 5 に示す．ま た，
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図 5　検 出さ れ た リン パ 節 の例．

　 　 を 破線 で 囲 んで 示 す．

マ
ー

ク した領域が検出結
．
果．リン パ節

検 出で き なか っ た リンパ 節の 例を 図 6 に示 す．

4． 考 察

　 本手 法 で は，楕 円体 検 出 フ ィ ル タを用 い て 胃周 辺 の リンパ 節

検出を行 っ た．こ の 楕円体検出フ ィ ル タは ，形状パ ラ メータ と

ス ケール パ ラ メータを 変 更す る こ とで ，様 々 な形 状 とサ イ ズを

持つ 楕 円体を 検出す る こ と が可 能 で あ る ．図 5 に 示 す 結果 で

も，サイ ズ の 異な る様々 な リ ンパ 節を検出 で きて い た．腫大 リ

ン パ 節 に は楕円 体に 近い 形状の もの もあるが，概ね球体に 近い

形状を示す．そ こ で ，今 回 の 実験に お い て は形 状 パ ラ メータを

p ＝0，7，0．8，0．9 と し，長 軸 と短軸の 長 さが 近い 楕円体 を 検出対

象 と した．ま た，ス ケール パ ラメータは直径 3．O か ら 8．0 ［mm ］

の楕 円体を検出す る もの とした．こ れ らの パ ラメ
ー

タは 実験的

に 求め た が，腫大 リ ン パ 節検出を 目的 とす る 以 上，実際 の 腫 大

リ ンパ 節の 形状 及 びサ イ ズに基 づ い て決 定 しな けれ ばな らない ．

そ の ため，多くの 腫大 リン パ 節を用 い た 形状及 び サイ ズ 調査が

必 要で あ る．大 き さが 5．0 ［mml 以 下 の リン パ 節 は が ん転 移 の

影響を受けて い るか ど うかの 判断が 困難で あ る ため ［41，検出対

象 とす る楕 円体 の ス ケール パ ラ メータを 今 回の 実験 で 用 い た も

の よ りも 大き な 値 と し，小 さ い リ ン パ 節を検出対 象か ら除 くこ

とが考え られ る．本 手 法 に よ り得 られ た検 出結 果 に は体 積の小

さい 過検出が多数含まれて い た ため，この ス ケールパ ラ メータ

の 変更に よ り過検 出の 削減 な どが期 待 で きる．

　こ れ まで に 提 案 した リン パ 節検 出手 法［9］の 過検出に は，胃や

腸 の 内壁に 存在する突起部分が 含まれて い た．楕円体検出フ ィ

ル タは低 濃度 値領 域 の 中 に位 置す る高濃 度値領 域を検出す る た

め，胃や 腸 内壁の 突起部分な ど，空気領域の 中に 位 置 す る 体 組

織 を誤 検 出す る．そ こ で 本 稿 で 提 案 す る手 法 では，候 補 領域内

の 平 均 CT 値 とそ の 周 辺 領域の 平均 CT 値 の 差 を用 い た過 検

出削減 処理 を 新 た に導 入 した．リン パ 節 の 周辺 に は一100 ［H ．U ．］

程の CT 値を 持つ 脂肪領域が多 く存在す る．一方，胃や 腸 内壁

の 突起 部 分 の 周 辺 に は CT 値一1000 ［H ．U ．］程 の 空気領 域が多 く

存在す る．検出さ れ た 候補領域内の CT 値は リン パ 節 と胃や 腸

内壁 の 突起部分 で ほぼ 同 じで あ る ため，候補 領 域内 とそ の周 辺

領域の CT 値の 差を用い る こ とで ，過検出を 削減す る こ とがで

き た．

　本手法で は，図 6 に 示す よ うな リ ン パ 節 を 見落 と して い た，

図 6 （a）
〜
（c）は リン パ 節 が周 辺 の 高 GT 値 の 組織に 接触 し て お

り，図 6 （d＞は サイ ズの 小さ な リ ンパ 節で あ っ た．サ イ ズ の 小

さ な リン パ 節 はが ん が転 移 して い る可 能性が低 く，診断に おい

て重 要 では ない ．本丁法は 楕円体 の 形状を 示 す領域を検出す る

ため，周辺の 高 CT 値組織に接触 した リ ン パ 節 は，サ イズの 大

き な もので も見 落 とす 場合があ る．こ の よ うな周 辺組織接触型

の リン パ 節を検出す る ため には，周 辺組 織 との 接 触状 態 も考慮

に 入 れ た検 出処 理 を 開発 す る必 要 が あ る．

　本手法で は し きい 値処理 に よ り過 検 出 を削 減 した が，そ れ で

も なお 多 くの 過 検 出 を生 じて お り，本手法を診断．支援 で利用す

る ため に は削減が必 要で あ る、今 回 は フ ィ ル タ出力 値，CT 値

を用 い た過 検 出削減を行 っ たが，こ の よ うな濃度値だ けで な く

領域の 形状 ， 他の 領域 と の 位置関係 な ど，よ り多 くの 特徴量 を

使 っ た過検出削減を行 う必要が あ る．また，体 内に お け る リン
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パ 節の 平 均的 な位置．［frL管 な どの 臓 器 と リ ン パ 節 の 位 置関 係な

ど解剖 学 的構造 情報を調査 し，その 結果を 利用 し た削減も考え

られ る．そ の ため に は よ り多 くの 症例 を用い た統 計 的な解 析 や，

リン パ 節 検出処 理 の 前に 臓器抽出手法を事前に 実行す る こ と が

必 要 とな る．診 断 攴援 にお け る本 手法の 利用を見据えて，今後

過 検出削減な どに 導入する 処理 を選択す る予定で ある．

5． む 　す　び

　本稿 で は，腹 部 CT 像 か ら胃周辺 の リン パ 節 を検 出す る 手 法

を提案 し た．球や 楕円 体形状 を と る リ ン パ 節をrki［・1．亅1す る た め，

形 状及 びス ケール パ ラ メータに よ り検出対象の 形を指定可能な

楕円体検出フ ィ ル タを導入 し，検出処理 を お こ な っ た．こ の 楕

円体 検 出 フ ィ ル タは ，CT 像 の 局 所濃淡構造 解析に 基づ い た 検

出を 行う も の で あ る．過検 出
lir

亅減 処 理 と して ，画 素値，連 結成

分 の 体 積，連結成分 内の 最大画素値，胃領域か らの 距 離 候補

領域 と周 辺領域の CT 値の 差を 特徴量 と した 削減 を行 っ た．胃

がん症 例 の CT 像 6 例 を用 い た実験の 結果，リ ン パ 節の 検 II⊥憐｛

は 69．2％，ICT 像 当た りの 過 検 出は 783 個で あ っ た．今後の

課題 と して ，検出及び 過検出削減処理 の 最適 パ ラ メータ算 出，

過 検出削 減 処理 に お け る解 剖 学 的構造情報の 利用，多症例を 用

い た 検出性能評 価 が 挙 げ られ る．
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図 6 検 出 で きな か っ た リ ンパ 節の 例，マ ーク し た領域が検出結果．リ

　　 ン パ 節 を破線 で 囲ん で 示す．（a ）
〜

（c ）の リン パ節は 周辺 の 高 CT

　　 値の 組 織 と接 触 して お り，（d）は サ イ ズの 小 さい リ ンパ 節．
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